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『吉野ヶ里カブトムシハウス』
夏の大人気スポットに出かけませんか？ 古代ハス『大

おお

賀
が

ハス』見頃です！

『吉野ヶ里マルシェ』
雑貨やアクセサリーなど、素敵な手作り作品が集結

○と　き　７月13日（土）～８月15日（木）
○ところ　公園西口「ふれあい館」付近
※入場無料

　2000年前の遺跡で発掘されたハスの実が
花を咲かせた『大賀ハス』。ハスは蓮根で増え
るため、現在の品種と交配せず弥生時代の姿
を保っています。
○見　頃　８月上旬頃まで
○ところ　蓮池（「倉と市」南側）　

○と　き　７月21日（日）　10：00 ～ 16：00
○ところ　公園北口無料エリア（当日北口駐車場無料）

◎問い合わせ　

　吉野ヶ里公園管理センター

　☎55-9333

吉野ヶ里歴史公園から
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